筆記課題
筆記課題
「原価管理の基礎」
	１　作業時間

　　
50分

２　配付資料


問題用紙，解答用紙

３　注意事項

１）指導員の指示があるまで問題は見ないでください。

２）問題用紙に入所年月、番号、氏名を記入してください。

３）テキスト、ノート等の資料は参照可です。

４）電卓は使用可です。

５）パソコンの使用、インターネットの閲覧は、不可です。

６）試験中質問があるときは挙手してください。

７）解答用紙のみを回収します。



１．つぎの文章の（　　）の中に適当なことばを入れよ。

　適切な原価計算が行われるためには、一定の指針が必要である。わが国では、（　　　　）が存在し、各企業はこれを順守することが要請されている。

２．次の各項目のうち、製造原価になるものをすべて選べ。
　　①支払利息
②設備の減価償却費
　　③製造現場の従業員の賃金
④配当金
　　⑤火災損失
⑥素材費
　　⑦工場の水道代
⑧販売費
　　⑨役員賞与金
⑩工場の修繕費
３．「製造直接費」と「製造間接費」の違いを説明せよ。
４．次の資料より、①製造直接費、②製造間接費、③製造原価、④総原価、⑤販売費及び一般管理費の金額を求めよ。
	材料費
	直接材料費
	2,000,000円
	経費
	直接経費
	200,000円

	
	間接材料費
	400,000円
	
	間接経費
	1,400,000円

	労務費
	直接労務費
	1,200,000円
	売上高
	
	8,000,000円

	
	間接労務費
	320,000円
	販売利益
	
	600,000円


５．材料の月初在庫高は1,000個@520円、当月の仕入高は3,000個@560円、当月の払出高3,200個であった。材料の当月消費額を以下のそれぞれの方法によって計算せよ。
①　先入先出法

②　平均法
６．当工場は受注生産により製品を製造している。次の資料にもとづいて、各配賦基準により製造指図書番号＃３１、＃３２の製造間接費を求めよ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(
	製造指図書番号
	＃３１
	＃３２
	番号なし

	材料費
	680,000円
	520,000円
	440,000円

	労務費
	920,000円
	680,000円
	460,000円

	経費
	270,000円
	130,000円
	60,000円

	直接作業時間
	540時間
	460時間
	

	機械運転時間
	1,800時間
	1,200時間
	


　　（配賦基準）

①　直接材料費基準

②　直接労務費基準

③　直接費基準

④　直接作業時間基準

⑤　機械運転時間基準

７．当工場は大量見込生産により製品を製造している。次の資料により１）平均法、２）先入先出法よって、解答欄にある総合原価計算表を作成せよ。
	月初仕掛品
	50個（0.2）

	当月投入
	75個

	合計
	125個

	月末仕掛品
	25個（0.８）

	完成品
	100個


（資料）生産データ　　　　　　　　　　　　　　　原価データ　
	
	直接材料費
	加工費

	月初仕掛品
	5,340円
	1,080円

	当月投入
	8,160円
	14,520円


なお、材料はすべて始点でと投入している。また、（　　）内の数値は加工進捗度である。
　　
８．当社は販売単価10,000円の製品のみの製造販売を行っている。次年度の予想販売量と原価データは下記のとおりである。次の資料に基づいて、設問に答えよ。

	次年度予想販売量
	600個
	
	

	
	
	
	

	原価データ
	
	
	
	

	1.   変動費（製品1個当たり）
	
	
	

	
	直接材料費
	1,000円/個
	
	

	
	直接労務費
	750円/個
	
	

	
	変動製造間接費
	750円/個
	
	

	
	変動販売費
	500円/個
	
	

	
	
	
	
	

	2.    固定費（年間）
	
	
	

	
	固定製造間接費
	
	
	600,000円

	
	固定販売費・一般管理費
	
	
	450,000円

	
	
	
	
	


１）損益分岐点の売上高と販売量を求めよ。

２）目標利益3,500,000円を達成するための売上高と販売量を求めよ。
３）目標利益率４０％を達成するための売上高と販売量を求めよ。
４）販売単価を8,000円としたときの売上高と販売量を求めよ。
５）販売単価を8,000円としたとき、目標利益3,500,000円達成するための売上高と販売量を求めよ。

９. 当社は製品Ｘを製造しており標準原価計算を採用している。下記の資料にもとづいて、差異分析を行い、完成品原価、月末仕掛品原価、月初仕掛品原価、価格差異、数量差異、賃率差異、作業時間差異、予算差異、操業度差異、能率差異を求めよ。 
(1)製品1個あたりの標準原価は、次のように標準原価カードにまとめられている。

	
	標準原価カード
	
	
	

	
	
	(標準単価)
	(標準消費量)
	
	

	
	直接材料費
	300円/kg
	5kg
	1,500円
	

	
	
	(標準賃率)
	(標準直接作業時間)
	
	

	
	直接労務費
	400円/時間
	4時間
	1,600円
	

	
	
	(標準配賦率)
	(標準直接作業時間)
	
	

	
	製造間接費
	500円/時間
	4時間
	2,000円
	

	
	製品1個あたりの標準製造原価
	5,100円
	

	
	
	
	


(2)当月の生産実績は、次のとおりである。

	月初仕掛品
	500
	個
	(3/5)
	
	・材料はすべて工程の始点で投入している。

・(  )内の数値は加工進捗度である。



	当月投入
	3,100
	
	
	
	

	合計
	3,600
	個
	
	
	

	月末仕掛品
	600
	
	(1/2)
	
	

	完成品
	3,000
	
	
	
	


(3)公式変動予算

　変動費率　200円

　固定費予算額　3,750,000円

　基準操業度　　12,500時間

(4)当月の実際原価データ

・直接材料費の実際消費額　　15,650kg×302円/kg=4,726,300円　

・直接労務費の実際発生額　409円/時間×12,150時間=4,969,350円

・製造間接費実際発生額　6,200,000円

１０．下記の各表は、ある製造業の損益計算書（要旨）、製造原価明細書である。①～⑩にあてはまる数字を解答欄に記入せよ。

	損益計算書（要旨）
	
	製造原価明細書

	平成Ｘ年1月1日～12月31日　　
（単位：千円）
	
	平成Ｘ年1月1日～12月31日
（単位：千円）

	売上高
	932,794
	
	区分
	金額(百万円)

	売上原価
	
	
	Ⅰ 材料費
	301,740

	  製品期首たな卸高
	6,791
	
	Ⅱ 労務費
	118,753

	  当期製品製造原価
	④
	
	Ⅲ 経費
	97,172

	    合計
	⑤
	
	  当期総製造費用
	①

	  製品期末たな卸高
	4,243
	
	  期首仕掛品たな卸高
	78

	  売上原価合計
	520,203
	
	      合計
	②

	売上総利益
	⑥
	
	  期末仕掛品たな卸高
	88

	販売費及び一般管理費
	312,483
	
	  当期製品製造原価
	③

	営業利益
	⑦
	
	

	営業外収益
	3,552
	
	
	
	
	

	営業外費用
	2,603
	
	
	
	
	

	経常利益
	⑧
	
	
	
	
	

	特別利益
	110
	
	
	
	
	

	特別損失
	8,886
	
	
	
	
	

	税引前当期純利益
	⑨
	
	
	
	
	

	法人税、住民税及び事業税
	12,892
	
	
	
	
	

	当期純利益
	⑩
	
	
	
	
	


１１．当社の下記のデータを使って、活動基準原価計算の場合の各製品に配賦すべき製造間接費を計算せよ。

	製造間接費
	金額（単位：千円）
	配賦基準

	段取費
	13,000
	生産回数

	機械関連費
	235,000
	機械作業時間

	購入関連費
	125,000
	発注回数

	梱包費
	106,400
	配送数

	技術費
	162,000
	製造指図書枚数


　　
	
	製品Ａ
	製品Ｂ

	生産量
	2,500個
	700個

	機械作業時間
	8時間／個
	5時間／個

	生産回数
	40回
	10回

	発注回数
	170回
	80回

	製造指図書枚数
	54枚
	26枚

	配送数
	28回
	12回


１２．当社は、製品Ａを製造販売している。製造原価及び営業費の予算は【表１】のとおりである。現在の製品Ａの製造販売量は8,000個であり、販売単価は70円である。
いま、新規の注文が「注文単価４5円／個、個数が1,700個」という条件で入った。この注文を引き受けるべきか、否か、解答欄に従って、①と③は適切な文字に○をつけ、②には数値を記入せよ。

【表１】
	
	固定費
	変動費

	製造原価
	200,000円
	30円／個

	営業費
	20,000円
	5円／個

















